
(57)【要約】

【課題】操作本体部と表示本体部との開閉動作を利用し

て様々な情報の表示を行う機能を携帯端末に持たせるこ

とにより，携帯端末の応用範囲を拡げることが可能な新

規かつ改良されたアプリケーション提供システム，携帯

端末，アプリケーション提供サーバ，表示制御プログラ

ムおよび表示制御方法を提供する。

【解決手段】主操作部１が設けられる操作本体部３と，

第１の表示部５および第２の表示部７が設けられる表示

本体部９とを開閉可能に連結した，所定のアプリケーシ

ョンが実行可能な携帯端末において：開動作および／ま

たは閉動作に応じて，同じ対をなす第１の情報の表示と

第２の情報の表示とを切り換える第１の表示制御手段と

；同じ対をなす第１の情報および第２の情報の表示が完

了した後に，開動作および／または閉動作に応じて，異

なる対をなす第１の情報の表示と第２の情報の表示とを

切り換える第２の表示制御手段と；を設けた。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 主 操 作 部 が 設 け ら れ る 操 作 本 体 部 と １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 が 設 け ら れ る 表 示 本 体 部 と
を 開 閉 可 能 に 連 結 し た 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 実 行 可 能 な 携 帯 端 末 と ， 前 記 所 定 の ア プ
リ ケ ー シ ョ ン の 提 供 を 行 う ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ と が ， 双 方 向 通 信 可 能 な 回 線 網 を
介 し て 接 続 さ れ て い る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム に お い て ：
　 前 記 携 帯 端 末 は ，
　 前 記 １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 に ， 前 記 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 対 を な す 第 １ の
情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 を 表 示 す る こ と が 可 能 で あ り ，
　 前 記 操 作 本 体 部 と 前 記 表 示 本 体 部 と を 開 く 開 動 作 お よ び ／ ま た は 前 記 操 作 本 体 部 と 前 記
表 示 本 体 部 と を 閉 じ る 閉 動 作 に 応 じ て ， 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表
示 と を 切 り 換 え る 第 １ の 表 示 制 御 手 段 と ；
　 前 記 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 の 表 示 が 完 了 し た 後 に ， 前 記 開 動 作 お よ
び ／ ま た は 前 記 閉 動 作 に 応 じ て ， 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と
を 切 り 換 え る 第 ２ の 表 示 制 御 手 段 と ；
　 を 備 え ，
　 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ は ，
　 前 記 携 帯 端 末 を し て ， 前 記 第 １ の 表 示 制 御 手 段 と 前 記 第 ２ の 表 示 制 御 手 段 と を 機 能 さ せ
る た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 記 憶 す る 記 憶 部 と ；
　 前 記 携 帯 端 末 に よ る 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 提 供 の 要 求 を 受 信 す る 受 信 部 と ；
　 前 記 携 帯 端 末 の 要 求 を 受 け て ， 前 記 要 求 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 前 記 携 帯 端 末 に 送 信
す る 送 信 部 と ；
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 主 操 作 部 が 設 け ら れ る 操 作 本 体 部 と ， １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 が 設 け ら れ る 表 示 本 体 部
と を 開 閉 可 能 に 連 結 し た ， 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 実 行 可 能 な 携 帯 端 末 に お い て ：
　 前 記 １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 に は ， 前 記 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 対 を な す 第 １
の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 を 表 示 す る こ と が 可 能 で あ り ，
　 前 記 操 作 本 体 部 と 前 記 表 示 本 体 部 と を 開 く 開 動 作 お よ び ／ ま た は 前 記 操 作 本 体 部 と 前 記
表 示 本 体 部 と を 閉 じ る 閉 動 作 に 応 じ て ， 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表
示 と を 切 り 換 え る 第 １ の 表 示 制 御 手 段 と ；
　 前 記 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 の 表 示 が 完 了 し た 後 に ， 前 記 開 動 作 お よ
び ／ ま た は 前 記 閉 動 作 に 応 じ て ， 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と
を 切 り 換 え る 第 ２ の 表 示 制 御 手 段 と ；
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 と 第 ２ の 情 報 と は ， 関 連 を 持 っ て い る こ と を 特 徴 と す る
， 請 求 項 ２ に 記 載 の 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 １ の 情 報 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 情 報 を 複 数 の 選 択 肢 と し て 表 示 し ， 前 記 携 帯 端 末
の ユ ー ザ に よ る 少 な く と も １ の 選 択 肢 の 選 択 に 応 じ て 前 記 第 １ の 情 報 お よ び ／ ま た は 第 ２
の 情 報 と 関 連 す る 関 連 情 報 を 表 示 す る ， 第 ３ の 表 示 制 御 手 段 を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と
す る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 表 示 部 は ，
　 前 記 操 作 本 体 部 の 内 面 と 前 記 表 示 本 体 部 の 内 面 と が 相 対 向 す る 閉 状 態 で ， 前 記 主 操 作 部
と 対 向 す る 正 面 側 に 配 置 さ れ る 第 １ の 表 示 部 と ；
　 正 面 側 と は 反 対 側 の 背 面 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ の 表 示 部 と ；
　 か ら な り ，
　 前 記 閉 状 態 で は ， 前 記 第 ２ の 表 示 部 に ， 前 記 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 対 を な す

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-295323 A 2005.10.20



第 １ の 情 報 ま た は 第 ２ の 情 報 の い ず れ か 一 方 を 表 示 す る こ と が 可 能 で あ り ，
　 前 記 操 作 本 体 部 の 内 面 と 前 記 表 示 本 体 部 の 内 面 と が 共 に 開 放 さ れ る 開 状 態 で は ， 前 記 第
１ の 表 示 部 に ， 前 記 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 対 を な す 第 １ の 情 報 ま た は 第 ２ の 情
報 の い ず れ か 他 方 を 表 示 す る こ と が 可 能 で あ る ，
　 こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ２ に 記 載 の 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 携 帯 端 末 は ， 携 帯 電 話 機 で あ る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ２ ～ ５ の い ず れ か に 記 載
の 携 帯 端 末 。
【 請 求 項 ７ 】
　 主 操 作 部 が 設 け ら れ る 操 作 本 体 部 と １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 が 設 け ら れ る 表 示 本 体 部 と
を 開 閉 可 能 に 連 結 し た 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 実 行 可 能 な 携 帯 端 末 で あ っ て ， 前 記 １ ま
た は ２ 以 上 の 表 示 部 に 前 記 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第
２ の 情 報 を 表 示 す る こ と が 可 能 な 携 帯 端 末 と ， 双 方 向 通 信 可 能 な 回 線 網 を 介 し て 接 続 さ れ
て い る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ に お い て ：
　 前 記 携 帯 端 末 を し て ， 前 記 操 作 本 体 部 と 前 記 表 示 本 体 部 と を 開 く 開 動 作 お よ び ／ ま た は
前 記 操 作 本 体 部 と 前 記 表 示 本 体 部 と を 閉 じ る 閉 動 作 に 応 じ て 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表
示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と を 切 り 換 え る 第 １ の 表 示 制 御 手 段 と ， 前 記 同 じ 対 を な す 第 １ の 情
報 お よ び 第 ２ の 情 報 の 表 示 が 完 了 し た 後 に ， 前 記 開 動 作 お よ び ／ ま た は 前 記 閉 動 作 に 応 じ
て 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と を 切 り 換 え る 第 ２ の 表 示 制 御 手
段 と を 機 能 さ せ る た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 記 憶 す る 記 憶 部 と ；
　 前 記 携 帯 端 末 に よ る 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 提 供 の 要 求 を 受 信 す る 受 信 部 と ；
　 前 記 携 帯 端 末 の 要 求 を 受 け て ， 前 記 要 求 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 前 記 携 帯 端 末 に 送 信
す る 送 信 部 と ；
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ 。
【 請 求 項 ８ 】
　 主 操 作 部 が 設 け ら れ る 操 作 本 体 部 と １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 が 設 け ら れ る 表 示 本 体 部 と
を 開 閉 可 能 に 連 結 し た 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 実 行 可 能 な 携 帯 端 末 で あ っ て ， 前 記 １ ま
た は ２ 以 上 の 表 示 部 に 前 記 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第
２ の 情 報 を 表 示 す る こ と が 可 能 な 携 帯 端 末 に お い て ：
　 前 記 携 帯 端 末 を し て ，
　 前 記 操 作 本 体 部 と 前 記 表 示 本 体 部 と を 開 く 開 動 作 お よ び ／ ま た は 前 記 操 作 本 体 部 と 前 記
表 示 本 体 部 と を 閉 じ る 閉 動 作 に 応 じ て ， 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表
示 と を 切 り 換 え る 第 １ の 表 示 制 御 手 段 を 機 能 さ せ る た め の モ ジ ュ ー ル と ；
　 前 記 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 の 表 示 が 完 了 し た 後 に ， 前 記 開 動 作 お よ
び ／ ま た は 前 記 閉 動 作 に 応 じ て ， 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と
を 切 り 換 え る 第 ２ の 表 示 制 御 手 段 を 機 能 さ せ る た め の モ ジ ュ ー ル と ；
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 表 示 制 御 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 と 第 ２ の 情 報 と は ， 関 連 を 持 っ て い る こ と を 特 徴 と す る
， 請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 制 御 プ ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 携 帯 端 末 を し て ， 前 記 第 １ の 情 報 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 情 報 を 複 数 の 選 択 肢 と し て
表 示 し ， 前 記 携 帯 端 末 の ユ ー ザ に よ る 少 な く と も １ の 選 択 肢 の 選 択 に 応 じ て 前 記 第 １ の 情
報 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 情 報 と 関 連 す る 関 連 情 報 を 表 示 す る ， 第 ３ の 表 示 制 御 手 段 を 機 能
さ せ る た め の モ ジ ュ ー ル を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 請 求 項 ８ に 記 載 の 表 示 制 御 プ
ロ グ ラ ム 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 主 操 作 部 が 設 け ら れ る 操 作 本 体 部 と ， １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 が 設 け ら れ る 表 示 本 体 部
と を 開 閉 可 能 に 連 結 し た 携 帯 端 末 の 前 記 １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 に ， 前 記 所 定 の ア プ リ ケ
ー シ ョ ン に 応 じ た 対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 を 表 示 さ せ る 表 示 制 御 方 法 で あ っ
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て ：
　 前 記 操 作 本 体 部 と 前 記 表 示 本 体 部 と を 開 く 開 動 作 お よ び ／ ま た は 前 記 操 作 本 体 部 と 前 記
表 示 本 体 部 と を 閉 じ る 閉 動 作 に 応 じ て ， 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表
示 と を 切 り 換 え る 第 １ の 表 示 制 御 ス テ ッ プ と ；
　 前 記 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 の 表 示 が 完 了 し た 後 に ， 前 記 開 動 作 お よ
び ／ ま た は 前 記 閉 動 作 に 応 じ て ， 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と
を 切 り 換 え る 第 ２ の 表 示 制 御 ス テ ッ プ と ；
　 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る ， 表 示 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 と 第 ２ の 情 報 と は ， 関 連 を 持 っ て い る こ と を 特 徴 と す る
， 請 求 項 １ １ に 記 載 の 表 示 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ の 情 報 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 情 報 を 複 数 の 選 択 肢 と し て 表 示 し ， 前 記 携 帯 端 末
の ユ ー ザ に よ る 少 な く と も １ の 選 択 肢 の 選 択 に 応 じ て 前 記 第 １ の 情 報 お よ び ／ ま た は 第 ２
の 情 報 と 関 連 す る 関 連 情 報 を 表 示 す る ， 第 ３ の 表 示 制 御 ス テ ッ プ を さ ら に 備 え る こ と を 特
徴 と す る ， 請 求 項 １ １ に 記 載 の 表 示 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム ， 携 帯 端 末 ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ，
表 示 制 御 プ ロ グ ラ ム お よ び 表 示 制 御 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 現 在 市 販 さ れ て い る 携 帯 電 話 機 は ， 従 来 と 比 べ て ， 主 操 作 部 が 設 け ら れ る 操 作 本 体 部 と
， １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 が 設 け ら れ る 表 示 本 体 部 と が 開 閉 可 能 に 連 結 さ れ て い る 開 閉 式
の も の が 増 え て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た ， 携 帯 電 話 機 に は ， 通 話 以 外 に も ， 電 子 メ ー ル や ゲ ー ム な ど の 様 々 な ア プ リ ケ ー シ
ョ ン を 利 用 し た 使 用 法 が あ り ， こ れ ら の ア プ リ ケ ー シ ョ ン は ， 空 き 時 間 ， 例 え ば ， 電 車 や
バ ス に よ る 移 動 時 間 な ど に 使 用 さ れ る こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 ， 従 来 か ら ， 受 験 生 な ど は ， 勉 強 時 間 を 確 保 す る た め に ， 電 車 な ど に よ る 移 動 時 間
な ど を 利 用 し て ， 例 え ば ， 単 語 や 歴 史 の 年 号 の 暗 記 な ど の 勉 強 を す る こ と が あ る 。 こ の よ
う な 場 合 に は ， 受 験 生 な ど は ， 単 語 カ ー ド な ど を 使 用 す る こ と が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に ， 携 帯 電 話 機 と 単 語 カ ー ド と は ， と も に 移 動 時 間 な ど の 空 き 時 間 に 利 用 さ れ
る も の で あ る に も か か わ ら ず ， 携 帯 電 話 機 を 単 語 カ ー ド の よ う に 使 用 す る た め の ア プ リ ケ
ー シ ョ ン は 存 在 し な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た ， 最 近 で は ， 空 き 時 間 に 携 帯 電 話 機 を 用 い て ゲ ー ム な ど を す る 人 も 増 え て き て お り
， 空 き 時 間 に お け る 携 帯 電 話 機 の 使 用 に 関 す る 様 々 な 応 用 技 術 が 模 索 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ こ で ， 本 発 明 は ， こ の よ う な 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で あ り ， 本 発 明 の 目 的 は ， 操
作 本 体 部 と 表 示 本 体 部 と の 開 閉 動 作 を 利 用 し て 様 々 な 情 報 の 表 示 を 行 う 機 能 を 携 帯 端 末 に
持 た せ る こ と に よ り ， 携 帯 端 末 の 応 用 範 囲 を 拡 げ る こ と が 可 能 な 新 規 か つ 改 良 さ れ た ア プ
リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム ， 携 帯 端 末 ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ， 表 示 制 御 プ ロ グ ラ
ム お よ び 表 示 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， 本 発 明 の 第 １ の 観 点 に よ れ ば ， 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が
実 行 可 能 な 携 帯 端 末 と ， 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 提 供 を 行 う ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー
バ と を 備 え る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム が 提 供 さ れ る 。 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ
ス テ ム に お い て は ， 携 帯 端 末 と ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ と は ， 双 方 向 通 信 可 能 な 回 線
網 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 携 帯 端 末 は ， 操 作 本 体 部 と 表 示 本 体 部 と を ， 例 え ば ， ヒ ン ジ 部 な ど の 連 結 部 を 介 し
て 開 閉 可 能 に 連 結 し た 構 成 で あ る 。 こ こ で ， 操 作 本 体 部 に は 数 字 キ ー な ど を 含 む 主 操 作 部
が 設 け ら れ ， 表 示 本 体 部 に は １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た ， 上 記 携 帯 端 末 は ， １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 に ， 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た
対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 を 表 示 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に ， 上 記 携 帯 端 末 は ， 操 作 本 体 部 と 表 示 本 体 部 と を 開 く 開 動 作 お よ び ／ ま た は 操 作
本 体 部 と 表 示 本 体 部 と を 閉 じ る 閉 動 作 に 応 じ て ， 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の
情 報 の 表 示 と を 切 り 換 え る 第 １ の 表 示 制 御 手 段 と ， 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２ の
情 報 の 表 示 が 完 了 し た 後 に ， 開 動 作 お よ び ／ ま た は 閉 動 作 に 応 じ て ， 異 な る 対 を な す 第 １
の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と を 切 り 換 え る 第 ２ の 表 示 制 御 手 段 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ は ， 携 帯 端 末 に ， 第 １ の 表 示 制 御 手 段 と 第 ２ の 表 示 制 御 手
段 と を 機 能 さ せ る た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 記 憶 す る 記 憶 部 と ， 携 帯 端 末 に よ る ア プ リ ケ
ー シ ョ ン の 提 供 の 要 求 を 受 信 す る 受 信 部 と ， 携 帯 端 末 の 要 求 を 受 け て ， 当 該 要 求 に 係 る ア
プ リ ケ ー シ ョ ン を 携 帯 端 末 に 送 信 す る 送 信 部 と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， 本 発 明 の 第 ２ の 観 点 に よ れ ば ， 主 操 作 部 が 設 け ら れ る 操 作
本 体 部 と １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 が 設 け ら れ る 表 示 本 体 部 と を 開 閉 可 能 に 連 結 し た ， 所 定
の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 実 行 可 能 な 携 帯 端 末 で あ っ て ， １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 に ， 前 記 所
定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 を 表 示 す る こ と が 可
能 で あ り ， 開 動 作 お よ び ／ ま た は 閉 動 作 に 応 じ て ， 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２
の 情 報 の 表 示 と を 切 り 換 え る 第 １ の 表 示 制 御 手 段 と ， 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２
の 情 報 の 表 示 が 完 了 し た 後 に ， 開 動 作 お よ び ／ ま た は 閉 動 作 に 応 じ て ， 異 な る 対 を な す 第
１ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と を 切 り 換 え る 第 ２ の 表 示 制 御 手 段 と を 備 え る 携 帯 端
末 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 携 帯 端 末 に お い て は ， 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 と 第 ２ の 情 報 と は ， 関 連 を 持 っ て
い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た ， 上 記 携 帯 端 末 は ， 第 １ の 情 報 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 情 報 を 複 数 の 選 択 肢 と し て 表
示 し ， 携 帯 端 末 の ユ ー ザ に よ る 少 な く と も １ の 選 択 肢 の 選 択 に 応 じ て 第 １ の 情 報 お よ び ／
ま た は 第 ２ の 情 報 と 関 連 す る 関 連 情 報 を 表 示 す る 第 ３ の 表 示 制 御 手 段 を さ ら に 備 え て い て
も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た ， 上 記 表 示 部 は ， 操 作 本 体 部 の 内 面 と 表 示 本 体 部 の 内 面 と が 相 対 向 す る 閉 状 態 で ，
主 操 作 部 と 対 向 す る 正 面 側 に 配 置 さ れ る 第 １ の 表 示 部 と ， 正 面 側 と は 反 対 側 の 背 面 側 に 配
置 さ れ る 第 ２ の 表 示 部 と か ら な っ て い て も よ い 。 こ の 場 合 は ， 閉 状 態 で は ， 第 ２ の 表 示 部
に 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 対 を な す 第 １ の 情 報 ま た は 第 ２ の 情 報 の い ず れ か 一 方
を 表 示 す る こ と が 可 能 で あ り ， 操 作 本 体 部 の 内 面 と 前 記 表 示 本 体 部 の 内 面 と が 共 に 開 放 さ
れ る 開 状 態 で は ， 第 １ の 表 示 部 に 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 対 を な す 第 １ の 情 報 ま
た は 第 ２ の 情 報 の い ず れ か 他 方 を 表 示 す る こ と が 可 能 で あ る 。

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-295323 A 2005.10.20



【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た ， 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 ま た は 第 ２ の 情 報 の い ず れ か 一 方 と ， 同 じ 対 を な す 第 １
の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 の い ず れ か 他 方 と は ， 問 い と 答 え の 関 係 に あ っ て も よ い 。 こ の よ
う な 関 係 の 具 体 例 と し て は ， 例 え ば ， 第 １ の 情 報 が 英 単 語 で あ っ て ， 第 ２ の 情 報 が そ の 英
単 語 の 日 本 語 訳 で あ る 場 合 や ， 第 １ の 情 報 が 歴 史 上 の 事 実 で あ っ て ， 第 ２ の 情 報 が そ の 事
実 が 起 こ っ た 年 号 で あ る 場 合 な ど が 挙 げ ら れ る が ， こ れ ら に 限 ら れ る わ け で は な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た ， 上 記 携 帯 端 末 は ， 携 帯 電 話 機 で あ っ て も よ い 。 こ こ で ， 本 発 明 に お い て は ， 携 帯
電 話 機 と は ， 例 え ば ， 通 話 ， 電 子 メ ー ル の 送 受 信 ， イ ン タ ー ネ ッ ト へ の 接 続 ， ア プ リ ケ ー
シ ョ ン の 起 動 ， ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 な ど の 機 能 を 有 し た 一 般 的 な 携 帯 型 の 電 話 機 の こ と を 意
味 し て い る が ， 本 発 明 の 適 用 の た め に は ， 少 な く と も ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 起 動 が で き れ ば
十 分 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 な お ， 本 発 明 に 係 る 携 帯 端 末 は ， 操 作 本 体 部 と 表 示 本 体 部 と が 開 き き っ た と き に 上 記 開
動 作 を 検 知 し ， 閉 じ き っ た と き に 上 記 閉 動 作 を 検 知 す る 検 知 手 段 を 備 え て い る 。 ま た ， 本
発 明 に 係 る 携 帯 端 末 は ， 一 般 的 な 携 帯 端 末 と 同 様 に ， 制 御 部 （ Ｃ Ｐ Ｕ ） ， 通 信 部 ， 表 示 制
御 部 ， 音 声 処 理 部 ， 記 憶 部 （ メ モ リ ） 等 を 備 え て い る が ， 必 ず し も こ れ ら の 全 て を 含 ん で
い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た ， 本 発 明 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン は ， 本 発 明 に 係 る 携 帯 端 末 の 記 憶 装 置 に あ ら か じ
め 記 憶 さ れ て い て も よ く ， デ ス ク ト ッ プ 型 コ ン ピ ュ ー タ 等 の よ う な 外 部 端 末 ， 例 え ば ， Ｓ
Ｄ メ モ リ カ ー ド ， Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ， フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク （ 登 録 商 標 ） ， フ ラ ッ シ ュ メ モ リ 等
の よ う な 記 憶 媒 体 な ど に 記 憶 さ れ て い る も の で あ っ て も よ い 。 ま た ， イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の
双 方 向 受 信 可 能 な 回 線 網 を 介 し て 所 定 の サ ー バ か ら 提 供 （ ダ ウ ン ロ ー ド 等 ） さ れ る も の で
あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ こ で ， 上 記 表 示 制 御 手 段 の 概 略 に つ い て 説 明 す る 。 な お ， こ こ で は ， 理 解 を 容 易 に す
る た め に ， 表 示 部 と し て ２ つ の 表 示 部 ， す な わ ち ， 第 １ の 表 示 部 お よ び 第 ２ の 表 示 部 を 備
え る 場 合 に つ い て 説 明 す る が ， 表 示 部 は ， １ つ で あ っ て も ３ つ 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 に 係 る 携 帯 端 末 は ， 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン ， 例 え ば ， 単 語 カ ー ド と し て の 機 能
を 有 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 実 行 す る こ と が 可 能 で あ る 。 携 帯 端 末 の ユ ー ザ の 操 作 に 応 じ
て ， 制 御 部 が 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 起 動 し た 後 ， 上 記 ユ ー ザ が ， 例 え ば ， 閉 動 作 を 行 う
と ， 検 知 手 段 は 閉 動 作 を 検 知 し ， こ の 検 知 結 果 に 基 づ き ， 表 示 制 御 部 は ， 第 ２ の 表 示 部 に
上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 第 １ の 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 Ａ ） を 表 示 す る 。 次 に ， 携 帯
端 末 の ユ ー ザ が 開 動 作 を 行 う と ， 上 記 検 知 手 段 は 開 動 作 を 検 知 し ， こ の 検 知 結 果 に 基 づ き
， 表 示 制 御 部 は ， 第 １ の 表 示 部 に 上 記 第 １ の 情 報 と 同 じ 対 を な す 第 ２ の 情 報 （ 例 え ば ， 英
単 語 Ａ の 日 本 語 訳 ） を 表 示 す る （ 第 １ の 表 示 制 御 手 段 ） 。 さ ら に ， 上 記 ユ ー ザ が 閉 動 作 を
行 う と ， 検 知 手 段 は 閉 動 作 を 検 知 し ， こ の 検 知 結 果 に 基 づ き ， 表 示 制 御 部 は ， 第 ２ の 表 示
部 に 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 Ａ と は 異 な る 英 単 語 Ｂ ） を 表 示 す る （ 第
２ の 表 示 制 御 手 段 ） 。 こ の よ う な 情 報 の 表 示 は ， 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 含 ま れ る 全 て の
情 報 （ 例 え ば ， 単 語 カ ー ド の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 含 ま れ る 全 て の 英 単 語 ） を 表 示 す る ま で
繰 り 返 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 な お ， 上 記 の 説 明 で は ， 初 め に ， 操 作 本 体 部 と 表 示 本 体 部 と が 閉 じ ら れ た 閉 状 態 に お い
て ， 第 ２ の 表 示 部 に 第 １ の 情 報 が 表 示 さ れ ， 次 に ， 操 作 本 体 部 と 表 示 本 体 部 と が 開 か れ た
開 状 態 に お い て ， 第 １ の 表 示 部 に 第 ２ の 情 報 が 表 示 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 し た が ， 本 発
明 は ， こ の よ う な 場 合 に 限 ら れ る わ け で は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 例 え ば ， 第 １ の 情 報 が 初 め に 第 １ の 表 示 部 に 表 示 さ れ ， 次 に 第 ２ の 情 報 が 第 ２ の 表 示 部
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に 表 示 さ れ る 場 合 で あ っ て も よ い 。 ま た ， 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 の 表 示 は ， １ 回 の
開 動 作 ま た は １ 回 の 閉 動 作 が 行 わ れ た 場 合 に 限 ら れ ず ， 開 動 作 お よ び 閉 動 作 が １ 回 ず つ 行
わ れ た 場 合 ， 開 動 作 お よ び ／ ま た は 閉 動 作 が 複 数 回 行 わ れ た 場 合 等 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， 本 発 明 の 第 ３ の 観 点 に よ れ ば ， 携 帯 端 末 に ， 上 記 開 動 作 お
よ び ／ ま た は 閉 動 作 に 応 じ て 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と を 切 り
換 え る 第 １ の 表 示 制 御 手 段 と ， 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 の 表 示 が 完 了 し
た 後 に ， 開 動 作 お よ び ／ ま た は 閉 動 作 に 応 じ て 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の
情 報 の 表 示 と を 切 り 換 え る 第 ２ の 表 示 制 御 手 段 と ， を 機 能 さ せ る た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン
を 記 憶 す る 記 憶 部 と ； 携 帯 端 末 に よ る 前 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 提 供 の 要 求 を 受 信 す る 受 信
部 と ； 携 帯 端 末 の 要 求 を 受 け て ， 当 該 要 求 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 携 帯 端 末 に 送 信 す る
送 信 部 と ； を 備 え る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ は ， 主 操 作 部 が 設 け ら れ る 操 作 本 体 部 と １ ま た は ２ 以
上 の 表 示 部 が 設 け ら れ る 表 示 本 体 部 と を 開 閉 可 能 に 連 結 し た 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 実
行 可 能 な 携 帯 端 末 と ， 双 方 向 通 信 可 能 な 回 線 網 を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お ， 上 記 携 帯 端 末 は ， １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 に 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 対
を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 を 表 示 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， 本 発 明 の 第 ４ の 観 点 に よ れ ば ， 携 帯 端 末 に ， 上 記 開 動 作 お
よ び ／ ま た は 閉 動 作 に 応 じ て ， 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と を 切
り 換 え る 第 １ の 表 示 制 御 手 段 を 機 能 さ せ る た め の モ ジ ュ ー ル と ； 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報
お よ び 第 ２ の 情 報 の 表 示 が 完 了 し た 後 に ， 開 動 作 お よ び ／ ま た は 閉 動 作 に 応 じ て ， 異 な る
対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と を 切 り 換 え る 第 ２ の 表 示 制 御 手 段 を 機 能
さ せ る た め の モ ジ ュ ー ル と ； を 備 え る 表 示 制 御 プ ロ グ ラ ム が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 携 帯 端 末 は ， 主 操 作 部 が 設 け ら れ る 操 作 本 体 部 と １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 が 設 け ら
れ る 表 示 本 体 部 と を 開 閉 可 能 に 連 結 し た 構 成 で あ り ， 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 実 行 可 能
で あ る 。 ま た ， １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 に 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 対 を な す 第 １
の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 を 表 示 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た ， 上 記 表 示 制 御 プ ロ グ ラ ム に お い て は ， 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 と 第 ２ の 情 報 と
は ， 関 連 を 持 っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た ， 上 記 表 示 制 御 プ ロ グ ラ ム は ， 携 帯 端 末 に ， 第 １ の 情 報 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 情 報
を 複 数 の 選 択 肢 と し て 表 示 し ， 携 帯 端 末 の ユ ー ザ に よ る 少 な く と も １ の 選 択 肢 の 選 択 に 応
じ て 第 １ の 情 報 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 情 報 と 関 連 す る 関 連 情 報 を 表 示 す る ， 第 ３ の 表 示 制
御 手 段 を 機 能 さ せ る た め の モ ジ ュ ー ル を さ ら に 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に ， 本 発 明 の 第 ５ の 観 点 に よ れ ば ， 主 操 作 部 が 設 け ら れ る 操 作
本 体 部 と １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 が 設 け ら れ る 表 示 本 体 部 と を 開 閉 可 能 に 連 結 し た 携 帯 端
末 の １ ま た は ２ 以 上 の 表 示 部 に ， 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 対 を な す 第 １ の 情 報 お
よ び 第 ２ の 情 報 を 表 示 さ せ る 表 示 制 御 方 法 で あ っ て ， 上 記 開 動 作 お よ び ／ ま た は 閉 動 作 に
応 じ て ， 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と を 切 り 換 え る 第 １ の 表 示 制
御 ス テ ッ プ と ； 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 の 表 示 が 完 了 し た 後 に ， 開 動 作
お よ び ／ ま た は 閉 動 作 に 応 じ て ， 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と
を 切 り 換 え る 第 ２ の 表 示 制 御 ス テ ッ プ と ； を 備 え る 表 示 制 御 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 上 記 表 示 制 御 方 法 に お い て は ， 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 と 第 ２ の 情 報 と は ， 関 連 を 持
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っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た ， 上 記 表 示 制 御 方 法 は ， 第 １ の 情 報 お よ び ／ ま た は 第 ２ の 情 報 を 複 数 の 選 択 肢 と し
て 表 示 し ， 携 帯 端 末 の ユ ー ザ に よ る 少 な く と も １ の 選 択 肢 の 選 択 に 応 じ て 第 １ の 情 報 お よ
び ／ ま た は 第 ２ の 情 報 と 関 連 す る 関 連 情 報 を 表 示 す る ， 第 ３ の 表 示 制 御 ス テ ッ プ を さ ら に
備 え て い て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば ， 操 作 本 体 部 と 表 示 本 体 部 と の 開 閉 動 作 を 利 用 し て 様 々 な 情 報 の 表 示 を
切 り 換 え る 機 能 を 携 帯 端 末 に 持 た せ る こ と に よ り ， 携 帯 端 末 の 応 用 範 囲 を 拡 げ る こ と が で
き る ， 新 規 か つ 改 良 さ れ た ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム ， 携 帯 端 末 ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン
提 供 サ ー バ ， 表 示 制 御 プ ロ グ ラ ム お よ び 表 示 制 御 方 法 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 下 に 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら ， 本 発 明 の 好 適 な 実 施 の 形 態 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
な お ， 本 明 細 書 及 び 図 面 に お い て ， 実 質 的 に 同 一 の 機 能 構 成 を 有 す る 構 成 要 素 に つ い て は
， 同 一 の 符 号 を 付 す る こ と に よ り 重 複 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 以 下 の 説 明 で は ， 本 発 明 に 係 る 携 帯 端 末 の 一 実 施 形 態 と し て ， 携 帯 電 話 機 に つ い て 主 に
説 明 す る が ， 本 発 明 に 係 る 携 帯 端 末 と し て は ， 携 帯 電 話 機 に 限 ら れ る わ け で は な い 。 な お
， 本 実 施 形 態 に お け る 携 帯 電 話 機 と は ， 例 え ば ， 通 話 ， 電 子 メ ー ル の 送 受 信 ， イ ン タ ー ネ
ッ ト へ の 接 続 ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 起 動 ， ス ケ ジ ュ ー ル 管 理 な ど の 機 能 を 有 し た 一 般 的 な
携 帯 型 の 電 話 機 の こ と を 意 味 し て い る が ， 本 実 施 形 態 の 適 用 の た め に は ， 少 な く と も ア プ
リ ケ ー シ ョ ン の 起 動 が で き れ ば 十 分 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま ず ， 図 １ を 参 照 し な が ら ， 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 の 構 成 お よ び 動 作 に つ い て 説 明
す る 。 図 １ は ， 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 を 開 い た り 閉 じ た り す る 開 閉 状 態 を 示 し た 説 明
図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
（ 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 の 構 成 お よ び 動 作 ）
　 図 １ に 示 し た よ う に ， 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 は ， 主 操 作 部 １ が 設 け ら れ た 操 作 本 体
部 ３ と ， 第 １ の 表 示 部 ５ お よ び 第 ２ の 表 示 部 ７ が 設 け ら れ た 表 示 本 体 部 ９ と が ， 開 閉 可 能
に 連 結 さ れ た 構 成 を 有 す る ， 開 閉 式 （ 折 り 畳 み 式 ） の 携 帯 端 末 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 に お い て は ， 第 １ の 表 示 部 ５ は ， 操 作 本 体 部 ３ の 内 面 と 表 示
本 体 部 ９ と の 内 面 が 相 対 向 す る 閉 状 態 で ， 主 操 作 部 １ と 対 向 す る 正 面 側 に 配 置 さ れ て お り
， 第 ２ の 表 示 部 ７ は ， 正 面 側 と は 反 対 側 の 背 面 側 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お ， 本 実 施 形 態 に お い て は ， 第 １ の 表 示 部 ５ （ メ イ ン デ ィ ス プ レ イ ） の 大 き さ は ， 第
２ の 表 示 部 ７ （ サ ブ デ ィ ス プ レ イ ） よ り も 大 き く な っ て い る 。 ま た ， 本 実 施 形 態 に 係 る 携
帯 端 末 は ， 表 示 部 と し て ， 第 １ の 表 示 部 ５ お よ び 第 ２ の 表 示 部 ７ の ２ つ の 表 示 部 を 有 し て
い る が ， 表 示 部 は ， １ つ で も ３ つ 以 上 で も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た ， 図 １ に 示 し た よ う な ， 操 作 本 体 部 ３ と 表 示 本 体 部 ９ と を 開 い た り 閉 じ た り す る 動
作 （ 開 閉 動 作 ） は ， 操 作 本 体 部 ３ と 表 示 本 体 部 ９ と を ， 例 え ば ヒ ン ジ 部 （ 図 示 せ ず ） の よ
う な 連 結 部 分 を 中 心 に 互 い に 逆 方 向 に 回 動 さ せ る こ と に よ り 行 わ れ る 。 す な わ ち ， 開 動 作
と は ， 操 作 本 体 部 ３ と 表 示 本 体 部 ９ と が 離 れ る 方 向 に 向 か っ て ， 所 定 角 度 ま で ， 操 作 本 体
部 ３ と 表 示 本 体 部 ９ と を 開 く 動 作 を い う 。 ま た ， 閉 動 作 と は ， 操 作 本 体 部 ３ と 表 示 本 体 部
９ と が 近 づ く 方 向 に 向 か っ て ， 操 作 本 体 部 ３ の 内 面 （ 第 １ の 表 示 部 ５ が 設 け ら れ る 面 ） と
表 示 本 体 部 ９ の 内 面 （ 主 操 作 部 が 設 け ら れ る 面 ） と が 互 い に 密 着 す る ま で ， 操 作 本 体 部 ３
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と 表 示 本 体 部 ９ と を 閉 じ る 動 作 を い う 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ こ で ， 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 は ， 上 記 の よ う な 開 動 作 お よ び 閉 動 作 を 検 知 す る 検
知 手 段 を 備 え て い る 。 検 知 手 段 （ 図 示 せ ず ） は ， 操 作 本 体 部 ３ と 表 示 本 体 部 ９ と が 開 き き
っ た と き ， す な わ ち ， 操 作 本 体 部 ３ と 表 示 本 体 部 ９ と が 所 定 角 度 ま で 開 か れ た と き に ， 開
動 作 を 検 知 し ， 操 作 本 体 部 ３ と 表 示 本 体 部 ９ が 閉 じ き っ た と き ， す な わ ち ， 操 作 本 体 部 ３
の 内 面 と 表 示 本 体 部 ９ の 内 面 と が 互 い に 密 着 す る ま で 閉 じ ら れ た と き に ， 開 動 作 を 検 知 す
る こ と が で き る 。 さ ら に ， 検 知 手 段 は ， そ の 他 の 信 号 を 検 知 す る こ と が で き る も の で あ っ
て も よ い 。 ま た ， 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 は ， 一 般 的 な 携 帯 端 末 と 同 様 に ， 制 御 部 （ Ｃ
Ｐ Ｕ ） ， 通 信 部 ， 表 示 制 御 部 ， 音 声 処 理 部 ， 記 憶 部 （ メ モ リ ） ， 演 算 部 等 （ 図 示 せ ず ） を
備 え て い る が ， 必 ず し も こ れ ら の 全 て を 含 ん で い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に ， 図 ２ ～ 図 ６ を 参 照 し な が ら ， 上 記 携 帯 端 末 が 備 え る 第 １ の 表 示 制 御 手 段 お よ び 第
２ の 表 示 制 御 手 段 に つ い て ， 詳 細 に 説 明 す る 。 以 下 の 説 明 で は ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 起 動
後 の 最 初 の 対 に 係 る 第 １ の 情 報 が ， 閉 状 態 で 第 ２ の 表 示 部 ７ に 表 示 さ れ る 例 に つ い て 説 明
す る が ， 最 初 の 対 に 係 る 第 １ の 情 報 は ， 開 状 態 で 第 １ の 表 示 部 ５ に 表 示 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
（ 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 表 示 制 御 手 段 の 説 明 ）
　 初 め に ， 図 ２ お よ び 図 ３ を 参 照 し な が ら ， 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 の 表
示 制 御 手 段 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ２ は ， 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 の 表 示 制 御 方 法 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。 ま た ， 図 ３ は ， 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 の 第 １ の 表 示 部 ５ お よ び 第
２ の 表 示 部 ７ に 表 示 さ れ る 表 示 例 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。 な お ， 図 ３ に お い て は ， 第 １ の
表 示 部 ５ お よ び 第 ２ の 表 示 部 ７ に 表 示 さ れ て い る 文 字 は ， 図 の ｘ 方 向 が 文 字 の 右 側 ， 図 の
ｙ 方 向 が 文 字 の 上 側 と な る よ う に 表 示 さ れ て い る が ， 任 意 の 方 向 に 回 転 さ せ て 表 示 す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と ， ま ず ， 携 帯 端 末 の ユ ー ザ が ， 携 帯 端 末 の 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 所
定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン （ 例 え ば ， 単 語 カ ー ド の 機 能 を 有 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン ） を 起 動 さ
せ る た め に ， 主 操 作 部 １ を 操 作 す る と ， 携 帯 端 末 の 制 御 部 は ， 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 起
動 さ せ る （ Ｓ １ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 起 動 さ れ た 後 ， 上 記 ユ ー ザ が ， 操 作 本 体 部 ３ と 表 示 本 体 部 ９ と を 閉
じ る 閉 動 作 を 行 う と ， 携 帯 端 末 の 検 知 手 段 は ， 閉 動 作 を 検 知 す る 。 上 記 制 御 部 は ， こ の 検
知 結 果 に 基 づ き ， 携 帯 端 末 の 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 第 １
の 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” ） を 読 み 出 す 。 さ ら に ， 携 帯 端 末 の 表 示 制 御 部 は
， 図 ３ に 示 し た よ う に ， 読 み 出 し た 第 １ の 情 報 を 第 ２ の 表 示 部 ７ に 表 示 す る （ Ｓ １ ０ ３ ）
。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に ， ユ ー ザ が ， 操 作 本 体 部 ３ と 表 示 本 体 部 ９ と を 開 く 開 動 作 を 行 う と ， 検 知 手 段 は ，
開 動 作 を 検 知 す る 。 制 御 部 は ， こ の 検 知 結 果 に 基 づ き ， 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 第 ２ の 情
報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” の 日 本 語 訳 ， 発 音 記 号 ， 品 詞 ， 当 該 単 語 に 関 連 す る 熟
語 ， 当 該 単 語 を 用 い た 例 文 等 ） を 読 み 出 す 。 さ ら に ， 表 示 制 御 部 は ， 図 ３ に 示 し た よ う に
， 読 み 出 し た 第 ２ の 情 報 を 第 １ の 表 示 部 ５ に 表 示 す る （ Ｓ １ ０ ５ ） 。 な お ， こ こ で の 第 １
の 情 報 と 第 ２ の 情 報 と は ， 同 じ 対 を な す よ う に 関 連 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お ， 本 実 施 形 態 に お け る 第 １ の 表 示 制 御 手 段 と は ， 上 記 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に お い て ，
同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” ） の 表 示 と 第 ２ の 情 報 （ 例 え ば
， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” の 日 本 語 訳 等 ） の 表 示 と を 切 り 換 え る た め の 手 段 で あ る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ こ で ， 第 ２ の 情 報 の 表 示 の 際 ， 表 示 と 同 時 に 自 動 的 に お よ び ／ ま た は ユ ー ザ に よ る 選
択 に よ り ， 音 声 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” の 発 音 ） が 出 力 さ れ る よ う に し て も
よ い 。 な お ， 音 声 情 報 の 出 力 は ， ユ ー ザ に よ る 開 動 作 の 検 知 結 果 に 基 づ き ， 制 御 部 が 第 ２
の 情 報 に 対 応 す る 音 声 情 報 を 読 み 出 し ， 携 帯 端 末 内 の 音 声 処 理 部 が 読 み 出 し た 音 声 情 報 を
出 力 す る こ と に よ り 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 に ， 制 御 部 は ， 例 え ば ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 表 示 し た 第 １ の 情 報 が ， 記 憶 部 に
記 憶 さ れ て い る 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 最 後 の 対 に 係 る 第 １ の 情 報 （ 例 え ば ， 単 語
カ ー ド の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に お け る 最 後 の 単 語 ） で あ る か を 判 断 す る （ Ｓ １ ０ ７ ） 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の 判 断 の 結 果 ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 表 示 し た 第 １ の 情 報 が ， 最 後 の 対 に 係 る も
の で な い 場 合 に は ， 制 御 部 は ， 再 び ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 場 合 に お い て ， 検 知 手 段 が ユ ー ザ に よ る 閉 動 作 を 検 知 す る と ， 制 御 部 は ， 異 な る 対
に 係 る 第 １ の 情 報 （ 例 え ば ， 次 の 英 単 語 “ ｐ ｌ ａ ｙ ” ） を 読 み 出 し ， 図 ３ に 示 し た よ う に
， 表 示 制 御 部 が 上 記 第 １ の 情 報 を 第 ２ の 表 示 部 ７ に 表 示 す る （ Ｓ １ ０ ３ ） 。 さ ら に ， 検 知
手 段 が ユ ー ザ に よ る 開 動 作 を 検 知 す る と ， 制 御 部 は ， 第 ２ の 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ｐ ｌ
ａ ｙ ” の 日 本 語 訳 ， 発 音 記 号 ， 品 詞 等 ） を 読 み 出 し ， 図 ３ に 示 し た よ う に ， 表 示 制 御 部 が
読 み 出 し た 第 ２ の 情 報 を 第 １ の 表 示 部 ５ に 表 示 す る （ Ｓ １ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お ， 本 実 施 形 態 に 係 る 第 ２ の 表 示 制 御 手 段 と は ， 上 記 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に お い て ， 異
な る 対 を な す 第 ２ の 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” の 日 本 語 訳 等 ） の 表 示 と 第 １ の
情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ｐ ｌ ａ ｙ ” ） の 表 示 と を 切 り 換 え る た め の 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の よ う に し て ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 表 示 し た 第 １ の 情 報 が 最 後 の 対 に 係 る 第 １
の 情 報 と 判 断 で き る ま で （ 例 え ば ， 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に お け る 最 後 の 単 語 と そ の 日 本
語 訳 等 の 表 示 が 終 了 す る ま で ） ， 制 御 部 は ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ～ Ｓ １ ０ ７ を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 上 記 の よ う な 繰 り 返 し 処 理 に は ， 例 え ば ， 繰 り 返 し 回 数 （ 例 え ば ， 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ
ン に 収 録 さ れ て い る 英 単 語 の 数 ） を 記 憶 し て お き ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お け る 第 １ の 情 報
の 表 示 が ， あ ら か じ め 記 憶 し て お い た 繰 り 返 し 回 数 に 達 し た か ど う か を カ ウ ン ト す る 方 法
が あ る 。 繰 り 返 し 回 数 を カ ウ ン ト す る 方 法 と し て は ， 増 分 （ ｉ ｎ ｃ ｒ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ） し て い
く も の で あ っ て も 減 分 （ ｄ ｅ ｃ ｒ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ） し て い く も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た ， 繰 り 返 し 処 理 は ， 繰 り 返 し 回 数 を カ ウ ン ト す る 方 法 に 限 ら れ ず ， イ ン デ キ シ ン グ
（ ｉ ｎ ｄ ｅ ｘ ｉ ｎ ｇ ） に よ る 方 法 等 ， 公 知 の 方 法 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 一 方 ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ に お い て ， 制 御 部 が ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ に お い て 表 示 し た 第 １
の 情 報 が 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 最 後 の 対 に 係 る 第 １ の 情
報 と 判 断 し た 場 合 に は ， 表 示 制 御 部 は ， ユ ー ザ に 本 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 続 け る か ど う か を
問 う メ ッ セ ー ジ を 第 １ の 表 示 部 ７ ま た は 第 ２ の 表 示 部 ５ に 表 示 す る （ Ｓ １ ０ ９ ） 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ れ に 対 し て ， ユ ー ザ が ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 続 け る こ と を 選 択 し た 場 合 に は ， 検 知 手 段
は 続 け る 旨 の 信 号 を 検 知 し ， 制 御 部 は ， こ の 検 知 結 果 に 基 づ き ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ～ Ｓ １
０ ７ を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 一 方 ， ユ ー ザ が ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 続 け な い こ と を 選 択 し た 場 合 は ， 検 知 手 段 は 続 け な
い 旨 の 信 号 を 検 知 し ， 制 御 部 は ， こ の 検 知 結 果 に 基 づ き ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 終 了 さ せ る
。
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【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ こ で ， 単 語 カ ー ド の ア プ リ ケ ー シ ョ ン と し て は ， 例 え ば ， 英 語 ， ド イ ツ 語 ， フ ラ ン ス
語 ， 医 学 用 語 ， 数 学 の 公 式 等 の 科 目 別 ， 中 学 受 験 ， 高 校 受 験 ， 大 学 受 験 ， Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ ， 医
師 国 家 試 験 等 の 試 験 別 な ど の よ う に 分 類 す る こ と も で き ， こ れ ら 科 目 別 と 試 験 別 の 組 み 合
わ せ に よ り ， 任 意 の 単 語 カ ー ド を 作 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た ， 本 実 施 形 態 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン と し て は ， 単 語 カ ー ド の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 以
外 に も ， 例 え ば ， ク イ ズ ， 豆 知 識 （ ト リ ビ ア ） な ど 様 々 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 可 能 で あ る
。 す な わ ち ， ク イ ズ の 場 合 は ， 第 １ の 情 報 と し て 問 題 ， 第 ２ の 情 報 と し て そ の 答 え を 表 示
す る こ と が で き る 。 ま た ， 豆 知 識 の 場 合 に は ， 第 １ の 情 報 と し て ， 例 え ば 「 缶 切 り は 缶 詰
が で き て か ら ・ ・ ・ 」 と 表 示 し ， 第 ２ の 情 報 と し て ， 「 ４ ８ 年 後 に 生 ま れ た 。 」 等 と 表 示
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
（ 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 表 示 制 御 手 段 の 説 明 ）
　 次 に ， 図 ２ お よ び 図 ４ を 参 照 し な が ら ， 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 携 帯 端
末 の 表 示 制 御 手 段 に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ は ， 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 携
帯 端 末 の 第 １ の 表 示 部 ５ お よ び 第 ２ の 表 示 部 ７ に 表 示 さ れ る 表 示 例 を 示 し た 説 明 図 で あ る
。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 変 形 例 は ， 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 に お い て ， 異 な る 対 に 係 る 第 ２ の 情 報 と 第 １ の 情
報 と が 関 連 を 持 っ て い る ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 な お ， 以 下 の 説 明 で は ， 説 明 の 便 宜 の た め ， 第 １ の 情 報 と い う 用 語 お よ び 第 ２ の 情 報 と
い う 用 語 を 用 い て い る が ， 本 変 形 例 に お い て は ， 第 １ の 情 報 と 第 ２ の 情 報 と い う 概 念 で ２
つ に 分 類 さ れ る わ け で は な く ， 第 １ の 情 報 ， 第 ２ の 情 報 ， ・ ・ ・ お よ び 第 ｎ の 情 報 （ ｎ ：
自 然 数 ） が 関 連 性 を も つ よ う に 規 定 さ れ た 連 続 的 な 情 報 群 と な っ て い る 。 す な わ ち ， 上 述
し た 第 １ の 実 施 形 態 に お い て は ， 異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 ど う し は 例 え ば 英 単 語 と い う
共 通 の 上 位 概 念 ， 異 な る 対 を な す 第 ２ の 情 報 ど う し は 例 え ば 英 単 語 の 日 本 語 訳 と い う 共 通
の 上 位 概 念 ， と い う よ う に ， 異 な る 対 を な す 情 報 を ２ つ の 概 念 に 分 類 す る こ と が で き る 。
こ れ に 対 し て ， 本 変 形 例 は ， 異 な る 対 を な す 第 １ （ 第 ２ ） の 情 報 ど う し を 共 通 の 上 位 概 念
と し て ， 異 な る 対 を な す 情 報 を ２ つ の 概 念 に 分 類 す る こ と は で き な い と い う 点 で ， 上 述 し
た 第 １ の 実 施 形 態 と は 異 な る も の で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ２ を 参 照 す る と ， 本 変 形 例 に 係 る 携 帯 端 末 の 制 御 部 は ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 起 動 さ せ
た 後 （ Ｓ １ ０ １ ） ， 検 知 手 段 が ユ ー ザ に よ る 閉 動 作 を 検 知 す る と ， 表 示 制 御 部 は ， こ の 検
知 結 果 に 基 づ き ， 図 ４ に 示 し た よ う に ， 第 ２ の 表 示 部 ７ に 第 １ の 情 報 （ 例 え ば ， 歴 史 の 年
号 で あ る “ １ １ ９ ２ 年 ” に は 何 が あ っ た か ？ と い う 質 問 ） を 表 示 す る （ Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に ， 検 知 手 段 は ， ユ ー ザ に よ る 開 動 作 を 検 知 す る と ， 表 示 制 御 部 は ， こ の 検 知 結 果 に
基 づ き ， 図 ４ に 示 し た よ う に ， 第 １ の 表 示 部 ５ に ， 第 ２ の 情 報 （ 例 え ば ， 上 記 １ １ ９ ２ 年
に あ っ た 歴 史 上 の 事 実 で あ る “ 鎌 倉 幕 府 開 府 ” と い う 解 答 ） を 表 示 す る （ Ｓ １ ０ ５ ） 。 な
お ， こ こ で の 第 １ の 情 報 と 第 ２ の 情 報 と は ， 同 じ 対 を な す よ う に 関 連 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 次 に ， 制 御 部 は ， 例 え ば ， 上 記 第 ２ の 情 報 が ， 最 後 の 対 に 係 る 第 ２ の 情 報 （ 例 え ば ， 鎌
倉 幕 府 に 関 連 し た 最 後 の 問 題 ） で あ る か 否 か の 判 断 を 行 う （ Ｓ １ ０ ７ ） 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ れ に 対 し て ， 上 記 制 御 部 が ， 上 記 第 ２ の 情 報 は 最 後 の 対 に 係 る 第 ２ の 情 報 で な い と 判
断 し た 場 合 に は ， 再 び ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ の 場 合 に お い て ， 検 知 手 段 が ユ ー ザ に よ る 閉 動 作 を 検 知 す る と ， 表 示 制 御 部 は ， 上 記
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第 ２ の 情 報 と 関 連 す る 異 な る 対 に 係 る 第 １ の 情 報 （ 例 え ば ， “ 鎌 倉 幕 府 開 府 ” と い う 情 報
に 関 連 す る 情 報 で あ る “ 鎌 倉 幕 府 を 開 い た 人 物 は ？ ” と い う 質 問 ） を ， 第 ２ の 表 示 部 ７ に
表 示 す る （ Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 検 知 手 段 は ， こ の 後 ， さ ら に ユ ー ザ に よ る 開 動 作 を 検 知 す る と ， 上 記 第 １ の 情 報 （ 例 え
ば ， “ 鎌 倉 幕 府 開 府 ” と い う 情 報 に 関 連 す る 情 報 で あ る “ 鎌 倉 幕 府 を 開 い た 人 物 は ？ ” と
い う 質 問 ） と 同 じ 対 を な す 第 ２ の 情 報 （ 例 え ば ， 鎌 倉 幕 府 を 開 い た 人 物 で あ る “ 源 頼 朝 ”
と い う 解 答 ） を ， 第 １ の 表 示 部 ５ に 表 示 す る （ Ｓ １ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 こ の よ う に し て ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に お い て 表 示 し た 第 ２ の 情 報 が 最 後 の 対 に 係 る 第 ２
の 情 報 と 判 断 で き る ま で （ 例 え ば ， 鎌 倉 幕 府 に 関 す る 最 後 の 問 題 と 解 答 の 表 示 が 終 了 す る
ま で ） ， 制 御 部 は ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ～ Ｓ １ ０ ７ を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 そ し て ， 制 御 部 が ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ に お い て 表 示 し た 第 ２ の 情 報 が 最 後 の 対 に 係 る 第
２ の 情 報 と 判 断 し た 場 合 に は ， 表 示 制 御 部 は ， ユ ー ザ に 本 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 続 け る か ど
う か を 問 う メ ッ セ ー ジ を 第 １ の 表 示 部 ７ ま た は 第 ２ の 表 示 部 ５ に 表 示 す る （ Ｓ １ ０ ９ ） 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ れ に 対 し て ， ユ ー ザ が ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 続 け る こ と を 選 択 し た 場 合 に は ， 検 知 手 段
は 続 け る 旨 の 信 号 を 検 知 し ， 制 御 部 は ， こ の 検 知 結 果 に 基 づ き ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ～ Ｓ １
０ ７ を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 一 方 ， ユ ー ザ が ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 続 け な い こ と を 選 択 し た 場 合 に は ， 検 知 手 段 は 続 け
な い 旨 の 信 号 を 検 知 し ， 制 御 部 は ， こ の 検 知 結 果 に 基 づ き ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 終 了 さ せ
る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 な お ， 本 変 形 例 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 具 体 例 と し て は ， 上 述 し た よ う な 歴 史 の 問 題
の ア プ リ ケ ー シ ョ ン の ほ か に も ， 連 想 ゲ ー ム や 心 理 テ ス ト な ど の ア プ リ ケ ー シ ョ ン も 考 え
ら れ る が ， こ れ ら に 限 ら れ る わ け で は な い 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
（ 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 表 示 制 御 機 能 の 説 明 ）
　 次 に ， 図 ５ お よ び 図 ６ を 参 照 し な が ら ， 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 の 表 示
制 御 手 段 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 図 ５ は ， 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 の 表 示 制 御 方 法 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。 ま た ， 図 ６ は ， 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 の 第 １ の 表 示 部 ５ お よ び 第
２ の 表 示 部 ７ に 表 示 さ れ る 表 示 例 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。 な お ， 図 ６ に お い て は ， 第 １ の
表 示 部 ５ お よ び 第 ２ の 表 示 部 ７ に 表 示 さ れ て い る 文 字 は ， 図 の ｘ 方 向 が 文 字 の 右 側 ， 図 の
ｙ 方 向 が 文 字 の 上 側 と な る よ う に 表 示 さ れ て い る が ， 任 意 の 方 向 に 回 転 さ せ て 表 示 す る こ
と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と ， ま ず ， 携 帯 端 末 の ユ ー ザ が ， 携 帯 端 末 の 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 所
定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン （ 例 え ば ， 英 単 語 の テ ス ト の 機 能 を 有 す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン ） を 起
動 さ せ る た め に ， 主 操 作 部 １ を 操 作 す る と ， 携 帯 端 末 の 制 御 部 は ， 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン
を 起 動 さ せ る （ Ｓ ２ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 起 動 さ れ た 後 ， 上 記 ユ ー ザ が ， 操 作 本 体 部 ３ と 表 示 本 体 部 ９ と
を 閉 じ る 閉 動 作 を 行 う と ， 携 帯 端 末 の 検 知 手 段 は ， 閉 動 作 を 検 知 す る 。 上 記 制 御 部 は ， こ
の 検 知 結 果 に 基 づ き ， 携 帯 端 末 に 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た
第 １ の 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” ） を 読 み 出 す 。 さ ら に ， 携 帯 端 末 の 表 示 制 御
部 は ， 図 ６ に 示 し た よ う に ， 読 み 出 し た 第 １ の 情 報 を 第 ２ の 表 示 部 ７ に 表 示 す る （ Ｓ ２ ０
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３ ） 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 次 に ， ユ ー ザ が ， 操 作 本 体 部 ３ と 表 示 本 体 部 ９ と を 開 く 開 動 作 を 行 う と ， 検 知 手 段 は ，
開 動 作 を 検 知 す る 。 制 御 部 は ， こ の 検 知 結 果 に 基 づ き ， 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 第 ２ の 情
報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” の １ つ の 正 し い 日 本 語 訳 と ３ つ の 誤 っ た 日 本 語 訳 等 ）
を 読 み 出 す 。 さ ら に ， 表 示 制 御 部 は ， 図 ６ に 示 し た よ う に ， 読 み 出 し た 第 ２ の 情 報 を 第 １
の 表 示 部 ５ に 複 数 の 選 択 肢 （ 例 え ば ， （ １ ） リ ン ゴ ， （ ２ ） ミ カ ン ， （ ３ ） バ ナ ナ ， （ ４
） ス イ カ 等 ） と し て 表 示 す る （ Ｓ ２ ０ ５ ） 。 な お ， こ こ で の 第 １ の 情 報 と 第 ２ の 情 報 と は
， 同 じ 対 を な す よ う に 関 連 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 こ の 表 示 に 対 し て ， ユ ー ザ が 複 数 の 選 択 肢 の う ち １ の 選 択 肢 を 選 択 す る と ， 表 示 制 御 部
は ， 図 ６ に 示 し た よ う に ， ユ ー ザ の 選 択 に 応 じ て ， 第 １ の 表 示 部 ５ に 第 ２ の 情 報 と 関 連 す
る 関 連 情 報 （ 例 え ば ， 正 解 あ る い は 不 正 解 の 旨 等 ） を 表 示 す る （ Ｓ ２ ０ ７ ） 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ６ に お い て は ， 具 体 例 と し て ， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” の 日 本 語 訳 と し て ， （ １ ） リ ン
ゴ ， （ ２ ） ミ カ ン ， （ ３ ） バ ナ ナ ， （ ４ ） ス イ カ と い う ４ つ の 選 択 肢 が 挙 げ て あ る 。 こ れ
に 対 し て ， ユ ー ザ が ， 主 操 作 部 に お け る 数 字 キ ー を 用 い て ， （ １ ） （ 正 し い 解 答 ） を 選 択
し ， 数 字 キ ー の １ を 入 力 す る と ， 検 知 手 段 は ， ユ ー ザ が （ １ ） を 選 択 し た 旨 の 信 号 を 検 知
す る 。 こ の 検 知 結 果 に 基 づ き ， 制 御 部 は ， 正 解 で あ る 旨 の メ ッ セ ー ジ を 表 示 す る た め の 情
報 と “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” の 発 音 記 号 に つ い て の 情 報 と を 読 み 出 し ， 表 示 制 御 部 が こ れ ら を 第 １
の 表 示 部 ５ に 表 示 す る 。 一 方 ， ユ ー ザ が （ １ ） 以 外 （ 誤 っ た 解 答 ） を 選 択 し ， ユ ー ザ が 数
字 キ ー の ２ ， ３ ま た は ４ を 入 力 す る と ， 検 知 手 段 は ， ユ ー ザ が （ ２ ） ～ （ ４ ） を 選 択 し た
旨 の 信 号 を 検 知 す る 。 こ の 検 知 結 果 に 基 づ き ， 制 御 部 は ， 不 正 解 で あ る 旨 の メ ッ セ ー ジ を
表 示 す る た め の 情 報 と “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” の 正 し い 日 本 語 訳 お よ び 発 音 記 号 に つ い て の 情 報 と
を 読 み 出 し ， 表 示 制 御 部 が こ れ ら を 第 １ の 表 示 部 ５ に 表 示 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 な お ， 選 択 肢 を 選 択 す る 方 法 と し て は ， 数 字 キ ー を 入 力 す る 方 法 の ほ か に も ， 例 え ば ，
開 閉 回 数 を カ ウ ン ト す る 方 法 な ど で も よ い 。 こ の 場 合 に お い て ， 開 閉 回 数 を カ ウ ン ト す る
方 法 と し て は ， 例 え ば ， ユ ー ザ が 所 望 の 回 数 開 閉 動 作 を 行 っ た 後 に ， 検 知 手 段 が ， ユ ー ザ
に よ る の 所 定 の キ ー （ 例 え ば ， ＃ キ ー 等 ） の 入 力 を 検 知 す る こ と に よ り ， 回 数 を カ ウ ン ト
す る 方 法 な ど が 考 え ら れ る が ， こ れ に 限 ら れ る わ け で は な い 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 な お ， 本 実 施 形 態 に お け る 第 １ の 表 示 制 御 手 段 と は ， 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ に お い て ，
同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” ） の 表 示 と 第 ２ の 情 報 （ 例 え ば
， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” の １ つ の 正 し い 日 本 語 訳 と ３ つ の 誤 っ た 日 本 語 訳 等 ） の 表 示 と を
切 り 換 え る た め の 手 段 で あ る 。 ま た ， 本 実 施 形 態 に お け る 第 ３ の 表 示 制 御 手 段 と は ， 上 記
ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ に お い て ， 第 ２ の 情 報 を 選 択 肢 （ 例 え ば ， （ １ ） リ ン ゴ ， （ ２ ） ミ カ ン
， （ ３ ） バ ナ ナ ， （ ４ ） ス イ カ 等 ） と し て 表 示 し ， ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ７ に お い て ， ユ ー ザ の
選 択 に 応 じ て ， 第 １ の 表 示 部 ５ に 第 ２ の 情 報 と 関 連 す る 関 連 情 報 （ 例 え ば ， 正 解 あ る い は
不 正 解 の 旨 等 ） を 表 示 す る た め の 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 こ こ で ， 第 ２ の 情 報 と 関 連 す る 関 連 情 報 の 表 示 の 際 ， 表 示 と 同 時 に 自 動 的 に お よ び ／ ま
た は ユ ー ザ に よ る 選 択 に よ り ， 音 声 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” の 発 音 ） が 出 力
さ れ る よ う に し て も よ い 。 な お ， 音 声 情 報 の 出 力 は ， ユ ー ザ に よ る 開 動 作 の 検 知 結 果 に 基
づ き ， 制 御 部 が 上 記 関 連 情 報 に 対 応 す る 音 声 情 報 を 読 み 出 し ， 携 帯 端 末 内 の 音 声 処 理 部 が
読 み 出 し た 音 声 情 報 を 出 力 す る こ と に よ り 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 次 に ， 制 御 部 は ， 例 え ば ， ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ に お い て 表 示 し た 第 １ の 情 報 が ， 記 憶 部 に
記 憶 さ れ て い る 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 最 後 の 対 に 係 る 第 １ の 情 報 （ 例 え ば ， 英 単
語 テ ス ト の 最 後 の 問 題 ） で あ る か を 判 断 す る （ Ｓ ２ ０ ９ ） 。
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【 ０ ０ ８ ９ 】
　 こ の 判 断 の 結 果 ， ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ に お い て 表 示 し た 第 １ の 情 報 が ， 最 後 の 対 に 係 る も
の で な い 場 合 に は ， 制 御 部 は ， 再 び ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ の 処 理 を 行 う 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ の 場 合 に お い て ， 検 知 手 段 が ユ ー ザ に よ る 閉 動 作 を 検 知 す る と ， 制 御 部 は ， 異 な る 対
に 係 る 第 １ の 情 報 （ 例 え ば ， 次 の 英 単 語 “ ｐ ｌ ａ ｙ ” ） を 読 み 出 し ， 図 ６ に 示 し た よ う に
， 表 示 制 御 部 が 上 記 第 １ の 情 報 を 第 ２ の 表 示 部 ７ に 表 示 す る （ Ｓ ２ ０ ３ ） 。 さ ら に ， 検 知
手 段 が ユ ー ザ に よ る 開 動 作 を 検 知 す る と ， 制 御 部 は ， 第 ２ の 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ｐ ｌ
ａ ｙ ” の １ つ の 正 し い 日 本 語 訳 と ３ つ の 誤 っ た 日 本 語 訳 等 ） を 読 み 出 し ， 図 ６ に 示 し た よ
う に ， 表 示 制 御 部 が 読 み 出 し た 第 ２ の 情 報 を 第 １ の 表 示 部 ５ に 複 数 の 選 択 肢 （ 例 え ば ， （
１ ） 話 す ， （ ２ ） 遊 ぶ ， （ ３ ） 寝 る ， （ ４ ） 歩 く 等 ） と し て 表 示 す る （ Ｓ ２ ０ ５ ） 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 な お ， 本 実 施 形 態 に 係 る 第 ２ の 表 示 制 御 手 段 と は ， 上 記 ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ５ に お い て ， 異
な る 対 を な す 第 ２ の 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ａ ｐ ｐ ｌ ｅ ” の １ つ の 正 し い 日 本 語 訳 と ３ つ
の 誤 っ た 日 本 語 訳 等 ） の 表 示 と 第 １ の 情 報 （ 例 え ば ， 英 単 語 “ ｐ ｌ ａ ｙ ” ） の 表 示 と を 切
り 換 え る た め の 手 段 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 こ の よ う に し て ， ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ に お い て 表 示 し た 第 １ の 情 報 が 最 後 の 対 に 係 る 第 １
の 情 報 と 判 断 で き る ま で （ 例 え ば ， 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に お け る 最 後 の 問 題 と そ の 解 答
お よ び 日 本 語 訳 等 の 表 示 が 終 了 す る ま で ） ， 制 御 部 は ， ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ ～ Ｓ ２ ０ ９ を 繰
り 返 す 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 上 記 の よ う な 繰 り 返 し 処 理 に は ， 例 え ば ， 繰 り 返 し 回 数 （ 例 え ば ， 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ
ン に 収 録 さ れ て い る 英 単 語 の 数 ） を 記 憶 し て お き ， ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ に お け る 第 １ の 情 報
の 表 示 が ， あ ら か じ め 記 憶 し て お い た 繰 り 返 し 回 数 に 達 し た か ど う か を カ ウ ン ト す る 方 法
が あ る 。 繰 り 返 し 回 数 を カ ウ ン ト す る 方 法 と し て は ， 増 分 （ ｉ ｎ ｃ ｒ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ） し て い
く も の で あ っ て も 減 分 （ ｄ ｅ ｃ ｒ ｅ ｍ ｅ ｎ ｔ ） し て い く も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 ま た ， 繰 り 返 し 処 理 は ， 繰 り 返 し 回 数 を カ ウ ン ト す る 方 法 に 限 ら れ ず ， イ ン デ キ シ ン グ
（ ｉ ｎ ｄ ｅ ｘ ｉ ｎ ｇ ） に よ る 方 法 等 ， 公 知 の 方 法 を 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 一 方 ， ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ９ に お い て ， 制 御 部 が ， ス テ ッ プ Ｓ ２ ０ ３ に お い て 表 示 し た 第 １
の 情 報 が 記 憶 部 に 記 憶 さ れ て い る 上 記 ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ た 最 後 の 対 に 係 る 第 １ の 情
報 と 判 断 し た 場 合 に は ， 表 示 制 御 部 は ， ユ ー ザ に 本 ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 続 け る か ど う か を
問 う メ ッ セ ー ジ を 第 １ の 表 示 部 ７ ま た は 第 ２ の 表 示 部 ５ に 表 示 す る （ Ｓ ２ １ １ ） 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 こ れ に 対 し て ， ユ ー ザ が ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 続 け る こ と を 選 択 し た 場 合 に は ， 検 知 手 段
は 続 け る 旨 の 信 号 を 検 知 し ， 制 御 部 は ， こ の 検 知 結 果 に 基 づ き ， ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ～ Ｓ １
０ ７ を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 一 方 ， ユ ー ザ が ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 続 け な い こ と を 選 択 し た 場 合 に は ， 検 知 手 段 は 続 け
な い 旨 の 信 号 を 検 知 し ， 制 御 部 は ， こ の 検 知 結 果 に 基 づ き ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 終 了 さ せ
る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 こ こ で ， 英 単 語 テ ス ト の よ う な テ ス ト （ 選 択 問 題 ） 形 式 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン と し て は ，
上 記 第 １ の 実 施 形 態 の 場 合 と 同 様 に ， 例 え ば ， 英 語 ， ド イ ツ 語 ， フ ラ ン ス 語 ， 医 学 用 語 ，
数 学 の 公 式 等 の 科 目 別 ， 中 学 受 験 ， 高 校 受 験 ， 大 学 受 験 ， Ｔ Ｏ Ｅ Ｉ Ｃ ， 医 師 国 家 試 験 等 の
試 験 別 な ど の よ う に 分 類 す る こ と も で き ， こ れ ら 科 目 別 と 試 験 別 の 組 み 合 わ せ に よ り ， 任
意 の テ ス ト を 作 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
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　 上 記 テ ス ト 形 式 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に お い て は ， 採 点 機 能 が 付 加 さ れ て い て も よ い 。 例
え ば ， 制 御 部 が 正 解 し た 問 題 数 を カ ウ ン ト し ， 演 算 部 が そ の 数 を 順 次 加 算 し て い き ， テ ス
ト が 終 了 し た 時 点 で ， 表 示 制 御 部 が 正 解 し た 問 題 数 の 合 計 を 表 示 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 ま た ， 本 実 施 形 態 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン と し て は ， 英 単 語 テ ス ト 等 の テ ス ト 形 式 の ア
プ リ ケ ー シ ョ ン 以 外 に も ， 例 え ば ， ク イ ズ ， な ぞ な ぞ な ど 様 々 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 可 能
で あ る 。 す な わ ち ， ク イ ズ ， な ぞ な ぞ 等 の 場 合 は ， 第 １ の 情 報 と し て 問 題 ， 第 ２ の 情 報 と
し て そ の 答 え を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て は ， 例 え ば ， 主 操 作 部 １ に 設 け
ら れ た 所 定 の 操 作 キ ー 等 の 入 力 に よ り ， 現 在 表 示 さ れ て い る 情 報 の 前 に 表 示 し た 情 報 を 再
度 表 示 で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 こ の よ う に ， 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 表 示 制 御 手 段 に よ れ
ば ， 携 帯 端 末 用 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン に 応 じ て ， 操 作 本 体 部 ３ と 表 示 本 体 部 ９ と の 開 閉 動 作
を 利 用 し て 様 々 な 情 報 の 表 示 を 切 り 換 え る こ と が で き る よ う に な り ， こ れ に よ り ， 携 帯 端
末 の 応 用 範 囲 を 拡 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 な お ， 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 表 示 制 御 手 段 に よ れ ば ， 電
車 に 乗 車 中 の 時 間 な ど の 空 き 時 間 を 利 用 し て ， 電 車 等 の 車 内 お い て ， 単 語 カ ー ド の よ う に
携 帯 電 話 を 使 用 し て ， 英 単 語 や 歴 史 の 年 号 の 暗 記 な ど の 勉 強 を 行 う た め の ア プ リ ケ ー シ ョ
ン を 提 供 す る こ と が で き る 。 ま た ， 単 語 カ ー ド 等 を 自 分 で 作 成 し た り ， 作 成 し た 単 語 カ ー
ド 等 を 持 ち 歩 く 必 要 も な く な る た め ， 受 験 生 等 に と っ て 便 利 で あ る と い う 利 点 も あ る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 さ ら に ， 電 車 等 の 車 内 で 勉 強 を し な い 人 に と っ て も ， 電 車 に 乗 車 中 な ど の 空 き 時 間 は 暇
な も の で あ る こ と が 多 い 。 こ の よ う な 場 合 に ， 携 帯 電 話 の ユ ー ザ は ， 本 発 明 の 第 １ の 実 施
形 態 お よ び 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 利 用 し て ， ク イ ズ を し た り ， 豆 知 識
を 蓄 え た り す る こ と に よ り ， 暇 な 時 間 を 有 意 義 に 過 ご す こ と が で き る だ け で な く ， 新 た な
携 帯 の 使 用 法 を 提 案 で き ， 携 帯 端 末 の 応 用 範 囲 を 広 げ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 上 述 し た よ う な 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン は ， 携 帯 端 末 の 記 憶 部 （ 図 示
せ ず ） に あ ら か じ め 記 憶 さ れ て い て も よ く ， デ ス ク ト ッ プ 型 の コ ン ピ ュ ー タ 等 の よ う な 外
部 端 末 ， 例 え ば ， Ｓ Ｄ メ モ リ カ ー ド ， Ｃ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ ， フ ロ ッ ピ ー デ ィ ス ク （ 登 録 商 標 ） ，
フ ラ ッ シ ュ メ モ リ 等 の よ う な 記 憶 媒 体 な ど に 記 憶 さ れ て い る も の で あ っ て も よ い 。 ま た ，
イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 双 方 向 受 信 可 能 な 回 線 網 を 介 し て 所 定 の サ ー バ か ら 提 供 （ ダ ウ ン ロ ー
ド 等 ） さ れ る も の で あ っ て も よ い 。 以 下 ， 所 定 の サ ー バ か ら 提 供 さ れ る 場 合 に つ い て 詳 述
す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
（ ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム ）
　 ま ず ， 図 ７ を 参 照 し な が ら ， 本 実 施 形 態 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を ， イ ン タ ー ネ ッ ト 等
の 双 方 向 受 信 可 能 な 回 線 網 を 介 し て ， 所 定 の サ ー バ か ら ， ユ ー ザ の 携 帯 端 末 に 提 供 （ ダ ウ
ン ロ ー ド 等 ） す る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム に つ い て 説 明 す る 。 図 ７ は ， 本 発 明 の 一
実 施 形 態 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム １ ０ の 概 略 的 な 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 ７ に 示 し た よ う に ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム １ ０ は ， ユ ー ザ の 携 帯 端 末 １ ０ ０
と ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ と が イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の 双 方 向 通 信 可 能 な 回 線 網 を
介 し て 接 続 さ れ た 構 成 で あ る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 に お い て ， 後 述 す る よ う に ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム １ ０ は ， 携
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帯 端 末 １ ０ ０ が イ ン タ ー ネ ッ ト 等 の ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ
２ ０ ０ に 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 提 供 の 要 求 を す る と ， そ の 要 求 に 応 じ て ， 当 該 要 求 に
係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 携 帯 端 末 １ ０ ０ に 提 供 す る シ ス テ ム で あ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 次 に ， こ れ ら の 構 成 要 素 で あ る 携 帯 端 末 １ ０ ０ お よ び ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０
０ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 １ ０ ０ は ， 上 述 し た 実 施 形 態 に お け る 携 帯 端 末 と 同 様 の 構 成
お よ び 機 能 等 を 有 す る も の で あ る た め ， 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ １ １ １ 】
（ ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ の 構 成 ）
　 次 に ， 図 ８ を 参 照 し な が ら ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す
る 。 図 ８ は ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ の 概 略 的 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る
。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 ８ に 示 し た よ う に ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ は ， 記 憶 部 ２ １ ０ と ， 受 信 部
２ ２ ０ と ， 送 信 部 ２ ３ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 記 憶 部 ２ １ ０ は ， 携 帯 端 末 １ ０ ０ に ， 本 実 施 形 態 に 係 る 第 １ の 表 示 制 御 手 段 お よ び 第 ２
の 表 示 制 御 手 段 を 実 現 さ せ る た め の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 記 憶 し て い る 。 こ こ で ， 第 １ の 表
示 制 御 手 段 と は ， 開 動 作 お よ び ／ ま た は 閉 動 作 に 応 じ て 同 じ 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と
第 ２ の 情 報 の 表 示 と を 切 り 換 え る 手 段 を い い ， 第 ２ の 表 示 制 御 手 段 と は ， 同 じ 対 を な す 第
１ の 情 報 お よ び 第 ２ の 情 報 の 表 示 が 完 了 し た 後 に ， 開 動 作 お よ び ／ ま た は 閉 動 作 に 応 じ て
異 な る 対 を な す 第 １ の 情 報 の 表 示 と 第 ２ の 情 報 の 表 示 と を 切 り 換 え る 手 段 を い う 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 受 信 部 ２ ２ ０ は ， 携 帯 端 末 １ ０ ０ か ら ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 提 供 の 要 求 が あ っ た 場 合 に ，
そ の 要 求 を 受 信 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 送 信 部 ２ ３ ０ は ， 携 帯 端 末 １ ０ ０ か ら の 要 求 を 受 け て ， 当 該 要 求 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ
ン を 携 帯 端 末 １ ０ ０ に 送 信 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 な お ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ は ， 一 般 的 な サ ー バ と 同 様 に ， 制 御 部 等 を 備
え て い て も よ い 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ は ， こ の よ う な 構 成 に お い て ， 下 記 の よ う な 方 法 で
， 携 帯 端 末 １ ０ ０ に そ の 要 求 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 提 供 す る 。 以 下 ， 図 ９ を 参 照 し な
が ら ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ が ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 提 供 す る フ ロ ー に つ い て
説 明 す る 。 図 ９ は ， 本 実 施 形 態 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム に よ り ア プ リ ケ ー シ
ョ ン を 提 供 す る 方 法 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ １ １ ８ 】
（ ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 の フ ロ ー ）
　 図 ９ に 示 し た よ う に ， ま ず ， 携 帯 端 末 １ ０ ０ は ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に
ア ク セ ス す る （ Ｓ ４ ０ １ ） 。 こ の 際 ， Ｉ Ｄ ， パ ス ワ ー ド を 入 力 す る よ う に な っ て い て も よ
い 。 な お ， Ｉ Ｄ ， パ ス ワ ー ド は ， 通 常 の シ ス テ ム と 同 様 に ， 本 シ ス テ ム の 会 員 登 録 時 に 付
与 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 次 に ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ は ， Ｉ Ｄ ， パ ス ワ ー ド が 入 力 さ れ て い る 場 合
に は ， Ｉ Ｄ ， パ ス ワ ー ド を 認 証 し た 後 ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 画 面 を 携 帯 端 末 １ ０ ０ に 表
示 す る （ Ｓ ４ ０ ３ ） 。 こ の よ う な ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 画 面 （ 図 示 せ ず ） は ， 例 え ば ， ユ
ー ザ 名 ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 名 ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 簡 単 な 説 明 な ど の 項 目 か ら な る 。
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【 ０ １ ２ ０ 】
　 そ の 後 ， 携 帯 端 末 １ ０ ０ の ユ ー ザ は ， 携 帯 端 末 １ ０ ０ の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 画 面 に 表
示 さ れ た ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 中 か ら ， 所 望 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 選 択 し て そ の 提 供 の 要 求
を ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 送 信 す る （ Ｓ ４ ０ ５ ） 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 さ ら に ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ は ， 受 信 部 ２ ２ ０ に よ り ， 送 信 さ れ た ア プ
リ ケ ー シ ョ ン 提 供 の 要 求 を 受 信 す る と と も に （ Ｓ ４ ０ ７ ） ， 記 憶 部 ２ １ ０ に 記 憶 さ れ て い
る ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 中 か ら ， 携 帯 端 末 １ ０ ０ の 要 求 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 読 み 出 す
。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 さ ら に ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ は ， 送 信 部 ２ ３ ０ に よ り ， 読 み 出 し た 携 帯
端 末 １ ０ ０ の 要 求 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 携 帯 端 末 １ ０ ０ に 送 信 す る （ Ｓ ４ ０ ９ ） 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 最 後 に ， 携 帯 端 末 １ ０ ０ は ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ か ら 送 信 さ れ た ア プ リ
ケ ー シ ョ ン を 受 信 す る （ Ｓ ４ １ １ ） 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 な お ， 上 述 し た よ う な ア プ リ ケ ー シ ョ ン の 提 供 は ， 無 料 で 行 わ れ て も よ く ， 有 料 で 行 わ
れ て も よ い 。 有 料 で 行 わ れ る 場 合 に は ， 例 え ば ， ス テ ッ プ Ｓ ４ ０ ７ の 後 ， ス テ ッ プ Ｓ ４ ０
９ の 前 に ， 課 金 処 理 が 行 わ れ る 。 課 金 処 理 が 行 わ れ る 場 合 に は ， 携 帯 端 末 １ ０ ０ の ユ ー ザ
に 対 し て ， 認 証 を 要 求 し て も よ い 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 上 述 し た よ う な ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム １ ０ を 利 用 す る こ と に よ り ， 記 憶 容 量 の
小 さ な 携 帯 端 末 １ ０ ０ に あ ら か じ め 記 憶 さ れ て い る ， 限 ら れ た ア プ リ ケ ー シ ョ ン だ け で な
く ， 記 憶 容 量 の 大 き い ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ に 記 憶 さ れ て い る 様 々 な ア プ リ
ケ ー シ ョ ン を 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た ， 将 来 ， 新 し い ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 開 発 さ れ た
場 合 に も ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム １ ０ を 利 用 す る こ と に よ り ， こ の 新 し く 開 発 さ
れ た ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 利 用 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に ， ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス
テ ム １ ０ を 利 用 す る こ と に よ り ， さ ら に ， 携 帯 端 末 の 応 用 範 囲 を 拡 げ る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 以 上 ， 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が ， 本 発 明 は
係 る 例 に 限 定 さ れ な い こ と は 言 う ま で も な い 。 当 業 者 で あ れ ば ， 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ
れ た 範 疇 内 に お い て ， 各 種 の 変 更 例 ま た は 修 正 例 に 想 到 し 得 る こ と は 明 ら か で あ り ， そ れ
ら に つ い て も 当 然 に 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 に 属 す る も の と 了 解 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
　 例 え ば ， 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 は ， 携 帯 電 話 機 に 限 ら れ ず ， Ｐ Ｄ Ａ （ Ｐ ｅ ｒ ｓ ｏ ｎ
ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｇ ｉ ｔ ａ ｌ 　 Ａ ｓ ｓ ｉ ｓ ｔ ａ ｎ ｔ ） な ど で あ っ て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ １ ２ ８ 】
　 本 発 明 は ， 所 定 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン が 実 行 な 携 帯 端 末 に 適 用 可 能 で あ り ， 特 に ， 操 作 本
体 部 と 表 示 本 体 部 と が 開 閉 可 能 に 連 結 し た 開 閉 式 の 携 帯 端 末 に 適 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 を 開 い た り 閉 じ た り す る 開 閉 状 態 を 示 し た 説 明 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 の 表 示 制 御 方 法 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 の 第 １ の 表 示 部 ５ お よ び 第 ２ の 表 示 部 ７
に 表 示 さ れ る 表 示 例 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の 変 形 例 に 係 る 携 帯 端 末 の 第 １ の 表 示 部 ５ お よ び 第 ２ の
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表 示 部 ７ に 表 示 さ れ る 表 示 例 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 の 表 示 制 御 方 法 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ ャ
ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 の 第 １ の 表 示 部 ５ お よ び 第 ２ の 表 示 部 ７
に 表 示 さ れ る 表 示 例 を 示 し た 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム １ ０ の 概 略 的 な 構 成 を
示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ ２ ０ ０ の 概 略 的 構 成 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 実 施 形 態 に 係 る ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム に よ り ア プ リ ケ ー シ ョ ン を 提 供
す る 方 法 の 概 略 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ３ ０ 】
　 １ 　 　 　 主 操 作 部
　 ３ 　 　 　 操 作 本 体 部
　 ５ 　 　 　 第 １ の 表 示 部
　 ７ 　 　 　 第 ２ の 表 示 部
　 ９ 　 　 　 表 示 本 体 部
　 １ ０ 　 　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 シ ス テ ム
　 １ ０ ０ 　 携 帯 端 末
　 ２ ０ ０ 　 ア プ リ ケ ー シ ョ ン 提 供 サ ー バ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

(20) JP 2005-295323 A 2005.10.20



フロントページの続き

(74)代理人  100101557
            弁理士　萩原　康司
(72)発明者  小越　毅章
            埼玉県川口市西川口２－１７－６　リビオ西川口１１０１
(72)発明者  前田　圭士
            東京都練馬区豊玉中３－１５－１７　サンビレッジ３０２
(72)発明者  大栗　久幸
            神奈川県相模原市若松５－１３－２５
Ｆターム(参考) 5B069 BA05  CA01  DD11  JA10  KA02 
　　　　 　　  5E501 AA17  AB03  BA17  EA05  FA06  FB04  FB34 
　　　　 　　  5K101 LL12  MM07  NN18  NN21 

(21) JP 2005-295323 A 2005.10.20


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

